
 

 

 

 

 進路体験発表会 ～夢への道しるべ～ と題して開催した発表会で６人の３年生に自分の体験

したことを発表してもらいました。みなさんは何を感じ取りましたか？ 多くの先輩方に共通し

ていたことは「迷いや不安を多く抱えていたけど，それを乗り越えた」ということではないでし

ょうか。迷いや不安を抱えることは間違いではなく，誰もが経験することだということです。大

事なことは，そこから（もしくはその前に）どう進んで行くかということではないでしょうか。

発表してくれた６人も進み方（乗り越え方）はそれぞれ違いました。どれが正解というわけでも

なく，人それぞれあるものだということです。今年は９４人の卒業生がいました。ということは

９４通りの進み方がありました。話を聞いた先輩方と同じ道を進むことは必要ないし，無理なこ

とですが，先輩方が通ってきた跡はこれからみなさんが進んで行くためのヒントにはなるのでは

ないでしょうか。 

発表者以外にもたくさんの先輩方の「受験報告書」が進路指導室にあります。個人で閲覧でき

ますので，ぜひ自分の道しるべとなるものを探してみてください。 

 

＜進学受験報告書から＞  
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＜就職受験報告書＞ 

 

 

＜今年度を振り返って＞ 

今年度（第 11 期生）の進学者割合は約８０％，就職者割合は約２０％と例年とあまり変わりは

ありませんでした。進学者の中での大学・短大への進学者割合が約５０％となっており，昨年より

若干増加しました。詳しい進路先については，新年度の進路の手引きを参照してください。 

受験の合格はゴールではなくスタートに過ぎません。受かるために学ぶのではなく，学ぶために

受かるのだという気持を持っていないと，進学後に中退や留年といった事態になりかねません。学

校選択も大事ですが，進学する理由をしっかりと固めておくことが大事です。 

また，今年度の本校への求人数は約８５０件（県内約１６０件，うち島内１３件）で前年と比べ

ると約３０％減っています。コロナ禍において，飲食業やサービス業の求人が減ったように感じま

す。また，平成２９年３月新規高校卒業者（全国）の３年間での離職率は３９．５％であり，主な

理由として，「労働時間・休日・休暇の条件がよくなかった」や「人間関係がよくなかった」，「賃

金の条件が良くなかった」，「仕事が自分に合わない」などが挙げられており，事前の情報収集が不

十分な場合が多いと思われます。 

 進路を選択するためには，希望先に合格する事だけでなく，進学・就職した後の生活や，もっと

先の５年後，１０年後の自身の生き方までイメージしておくことが大切です。先の事がイメージし

づらい時代ではありますが，うまくいかなかったり，イメージと異なる状況になったらそのときに

また考え直せばいいと思います。うまくいかない時や困難にぶつかった時に，それをどう乗り越え

るかは，高校時代にどのように過ごしたかが大きく影響すると思います。ぜひ，残された高校生活

を充実させ，この種子島中央高校から大きく羽ばたいていくことを期待しています。  

ありがとうございました。（石塚） 


